
第９０回古河公方公園づくり円卓会議実施報告書

6 年 4 月 25 日

14 名 （欠席 4 名） 代理参加 名

8 名 オブザーバー 名

委嘱状交付式　古河市都市計画課　須藤係長進行

２．報告：司会進行　地域振興公社　佐竹係長

報告第１号

　同時開催で実施。

ふるさと古河新茶まつりの告知：地域振興公社佐竹主幹より説明。

名 （内訳）
委員

主管課・事務局

第48回古河桃まつりについて：地域振興公社佐竹係長より説明。

　各委員より自己紹介

１．開会　司会進行　地域振興公社　佐竹係長

地域振興公社　佐竹係長　開会あいさつ

パークマスター（以下PM）野中委員　あいさつ

定例会議　

実施日時 令和 （木） 13:30-15:25

・３月２日（土）３月３日（日）に渡って「ドッグフレンドリーフェスタ」との

公園朝市について：地域振興公社佐竹主幹より説明。

出席者 16

・花桃の植栽：市で実施の他、古河ロータリークラブ２５本寄付、花桃オー

　制度で１４本

・寄付：古河東ロータリークラブから御所沼の地名碑、カキツバタの看板

・寄付：三四会（さんしかい）から富士見塚の地名碑

・3月16日（土）～３月３１日（日）開催

・来場者数は、主催者発表で１２５，０００人であった。

・次回朝市は５月１２日（日）９：００～１４：００に開催。

・５月１９日（日）開催予定

・茶摘み体験、お茶席、新茶の天ぷらなど盛りだくさんの内容で実施する。

古河市都市計画課からの報告　川出課長補佐より

・今年度の実施事業

・カキツバタ園の拡張　上半期実施

・花桃の植栽　冬の時期実施

・園路整備　上半期実施

・トイレの洋式化　上半期実施

・湿生植物園の整備　下半期実施

・管理棟スロープ手摺り設置　まもなく実施

・令和５年度の実施事項
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の

▸委員からの意見

３．討議：司会　地域振興公社　佐竹係長

討議進行　PM野中委員

討議１号古河公方公園のローカルルールの確認について

・自転車の乗り入れ

議事内容の説明：地域振興公社佐竹主幹より説明

・リールでの釣りは、引いて投げるため危ないので禁止

・昔から釣りをしている人たちが居り、許容されるようになった経緯がある。

・生き物の採集

・子供の昆虫採集程度の生態系に影響を与えない程度の捕獲は認めている。

・営利目的、独占的及び大規模採集・捕獲・特定外来生物の園外への持ち出し

・釣り

・昔事故があった経緯から禁止

・古河市都市公園条例１０条で禁止されているが、指定管理者の指定場所での

　釣りは認めている

・ペットの犬は、リードを付けての散歩は認めている。

・マナーとしてフンは持ち帰るのが原則。

・自転車について、子供の自転車の練習はどうなっているか。

・古河市内で、子供が自転車の練習できるところが無い事情を考慮し親が事故

　は、認めていない。

・この場合の子供は１２歳くらいまでを対象にしている。大人が趣味や研究を

　する場合は届出てもらっている。

・犬の散歩

・古河市都市公園条例１０条で「猛犬のたぐいを引き入れること」は禁止。

・ローカルルールを作る、整備していくことが円卓会議の役割である。

・昔から生活道路であった側面がある、自転車を押して入るのは、可能との文

　言を入れて欲しい。牧野地側に自転車置場を作ってもいいのではないか。

・足で押して動く自転車のようなものは、遊具のカテゴリーだが、坂などでス

・自転車乗り入れの人がいた場合、公園管理者が注意する。

　の無いよう見守る形で認めている。

・人がいないところで、人に迷惑をかけない形で行うという、公園のローカル

　ルールを明記すれば管理もしやすくなる。

・古河市条例や要綱、規則では定められていない。そのため円卓会議でルール

　を決めて、看板等の周知などを行って管理していって欲しい。

　ピードが出てしまうこともあり、子供自転車と同じ取り扱い方をしたい。

　そういった場所としての役割も担っているのではないか。

　もある、公園は、アジールとしての側面がありそういう人も集まってくる、

・スケートボードを黙認している公園もあり、ルールを守れば許容される場合
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・今後も継続して討議を続ける。

【討議結果】

・しかし、花桃の時期や雪の景観を撮るなどの有用な使い方がある、その場合

・何でもかんでも規制すればいいかというとそういうものでは無い。

・自転車や、スケートボードなどをやっていいエリアを整備するなどする。

・ドローンについて

・ドローンは、墜落した時に重大な事項を引き起こす恐れがある。

・事故が起こるようなことは、規制しなければならないとは思う。

・昔は、人の子供でも危ないことをしていれば言えたが、今は言えない。

・具体的なクレームをもとに、円卓会議で話し合っていく。

・バーベキューなどでの火器の使用について

・バーベキューでは、薪、ガスボンベなど様々な火器を使用しているのが見受

　周知して利用してもらう。

・ドローンは禁止事項ではない、管理者のもと正しい使い方により許可。

　管理者の使い方の指導の下、使わせるやり方はあるんじゃないか。

・ローカルルールについて

・基本的に自由でいいと思うが、「公園利用の心得」のようなものを作って、

・都市計画課は、２６７公園管理しているが様々な要望がある。

・すべての要望を禁止事項にしたらつまらない公園になってしまう、そのた

　禁止事項ではなく、公園の使用者への注意喚起を行う形がよい。

・ドローンには肖像権も考慮する必要があり、届け出が必要。

・他の自治体の大きな公園などのローカルルールを調べて参考にするとよい。

・釣りの人との関わりがある、調整が必要。

・現況では難しいが、素敵な景観を考えると実現させる方法を探りたい。

・船に乗る人の立場では、危険なところには近づかない乗り降りしない。

・事例としては、観光協会で桃まつりの時に屋形船を浮かべたことがある。

・焚き火の使用は基本的にさせたくはない、焚き火台を使っても、ほぼ地面に

　影響がでる。そのため、コンロを使ってやって頂いている。

・御所沼での船（カヌー）の使用はどうか

・石垣を支えるワイヤーの痛みを考えると（石垣崩落の恐れ）勧められない。

　けられる。そこも踏み込んで火器の使い方の案内をして欲しい。

・公園側では、行為許可の一つとして火気使用許可を出している。火器の使い

　方、使えるエリアもレクチャーしている。

・イベントでの火器使用は、消防法に決められたとおりに消火器を設置するな

　どして、使用してもらっている。
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・雑木林の管理、景観の維持、帰化植物の駆除、ご要望があれば反映したい。

富士見塚の伐採木の跡地

南エリアのベンチが欲しい

・ヤマユリの球根を植栽した。

民家園中山家の障子張り

公方様の森植物記Ⅵ：もりもりクラブ川田紹介

・クスノキを植栽したい、その他の樹木の提案も欲しい。

・年配の人が多い、１００ｍ間隔でベンチがあるといい。

・有志の人たちで８枚完了した。あとで飛田家の実施日相談。

・楢枯れのため伐木された跡地、クヌギ・コナラ・アカシデを植栽したい。

・来年は開園５０周年となる、公園旗を揚げるのも方法の一つ、またこれを機に

公園旗について

・古河公方を印象付けるための旗を作る、参考に古河公方の軍旗がある。

　公園づくりに携わる人を増やしていきたい。

・特に公園南側に外来種が入っている、撮影に影響が出ないようにしたい。

・駒ケ崎の森の斜面のニラバナ、日和山の桜の下ホソバオオアマナ、また近所の人

　ムスカリを公園のあちこちに植えて行く、入らないように考えていきたい。

撮影個所のPR強化について

開園５０周年について

・時代劇の撮影を考えると、外来種や園芸種の植栽は考慮したい。

４．その他：司会　地域振興公社　佐竹係長

協議進行　PM野中委員

その他

・様々な市民の思いがあってカキツバタ園が整備されたが、どんな経緯でそれが

管理棟のコイノボリについて

カキツバタ園について

　実現されたか知りたい。

　は、菖蒲園の整備があり意見を参考にカキツバタの植栽を古河市で事業化した。

修繕要望書、欲しいものリスト：地域振興公社佐竹係長より報告。

・男子トイレの小便器１基が使えなくなっている、桃まつり前に修繕完了した。

・管理棟のコイノボリは教育支援センターの子供たちの手作り。（期間:4/27～

　公方公園では、カキツバタ園の整備を行った。

・基本構想では、様々な市民の意見、委員の意見をもとに作られている。その中に

・市民は要望を出して終わるのか、経緯を知るべきなのか、知って終わりなのか。

・予算が決定し整備されるまで要望や相談は、野中さん川田さんに話して欲しい。

・整備の補助金は市の各施設を観光の拠点にするためのものであり、その補助金

・円卓、公方公園の今後の見通しはどうなるのか、次にどんな形がとれるのか。

・今後も、市民からの要望や意見を参考に整備していきたい。
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次回は８月２２日(木)を予定。提案は６月の２２日までに事務局まで。

閉会のあいさつ

５．閉会：司会進行　地域振興公社　佐竹係長

次回日程確認
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